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社会福祉協議会は住民の参加により福祉のまちづくりをすすめる民間組織です

「介護いきいきフェア（平成29年11月開催）」から

川崎市認知症ネットワークの認知症啓発寸劇の様子
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　認知症サポーターキャラバンについて

　認知症は病気ではないことをご存知でしょうか。認知症はアル

ツハイマー病や脳梗塞などの脳の病気等が原因で認知機能が低下

し、それによって日常生活に支障が出ている状態のこと指します。

原因疾患によって認知症の症状も様々ですが、代表例として記憶

が思い出せなくなる記憶障害や自分がどこにいるのか分からなく

なる見当識障害などが挙げられます。これらは認知症の中核症状

と呼ばれており、時に認知症の方を不安な気持ちにさせます。周囲

の理解や協力がないと不安はどんどん膨れ上がり、やがて徘徊や

うつなどの症状を引き起こします。これは認知症の自分に対する

不安感や焦燥感が生み出す周辺症状（行動・心理症状、BPSD）とい

う症状であり、認知症本来の症状である中核症状とは分けて考え

られています。（図をご参照ください）

認知症は病気じゃない？

　周辺症状は家族やその周囲の人を困惑・疲労させ、溜まったストレスは認知症の方への不適切な態度や対応とし

て現れ、悪循環を引き起こします。しかし、周囲の人の理解と気遣いがあれば、認知症の方の不安も解消され、周辺

症状が発症せずに、安心して穏やかに暮らすことができます。多くの人が認知症についての正しい知識を持ち、認

知症の方やその家族を支える方法を知ることで、地域の人々が支え合い、認知症になっても安心して暮らせるまち

をつくることができます。

認知症の方が安心して生活できるために

　川崎市では認知症への理解を深め、認知症の方とその家族を見守る「認知症サポーター」を養成するために、

市内各所で「認知症サポーター養成講座」を積極的に実施しています。講座は約2時間程度で、認知症についての正

しい理解と、具体的な見守りや声かけの方法などを学びます。現在までにのべ約5万人の方が受講し、昨年度は市

内で219回開催いたしました。

認知症サポーター養成講座とは

▼ 認知症サポーターになるためには以下の二つの方法があります。 ▼

〇お問合わせ　川崎市高齢社会福祉総合センター　TEL044-976-9001

●21

社協のしごと

　認知症サポーター養成講座はお住いの地域で住民向けに数多く開
催されています。
　受講後は認知症サポーターの証である『オレンジリング』をお渡しします。

開催される「認知症サポーター養成講座」に参加する

　町会や自治会、学校、ボランティアグループ、会社などで講座を企
画・実施することが可能です。その際は、講師（認知症キャラバン・メイ
トといいます）をご紹介します。

自分たちで「認知症サポーター養成講座」を開講する

　認知症サポーター養成講座は個人で参加する場合も開催する場合も無料です。
　詳しくは、お近くの区役所の地域みまもり支援センターまたは川崎市高齢社会福祉総合センターまで
お問い合わせください。

　認知症サポーター養成講座はお住いの地域で住民向けに数多く開

　町会や自治会、学校、ボランティアグループ、会社などで講座を企
画・実施することが可能です。その際は、講師（認知症キャラバン・メイ

　認知症サポーター養成講座は個人で参加する場合も開催する場合も無料です。
　詳しくは、お近くの区役所の地域みまもり支援センターまたは川崎市高齢社会福祉総合センターまで

認知症の症状の構図

脳の細胞が壊れて直接起こる症状

記憶力、理解・判断力の低下や、
見当識障害など、治すのが難しい。

中核症状

環境の変化や人間関係、ストレスなど要因
となり精神状態や行動に支障が起こる症状

不安、うつ状態・幻覚・妄想・徘徊・暴力など

周辺症状

人間関係環境の変化

※周囲の認知症に対する正しい理解と対応によって
　治る可能性がある。
※周囲の認知症に対する正しい理解と対応によって
　治る可能性がある。

市社協からの市社協からの おお 知知 らら せせ
平成29年度赤い羽根共同募金報告

たくさんの寄付をありがとうございます　～ご寄付お礼～

赤い羽根共同募金報告
～ご理解とあたたかいご協力をいただきありがとうございます～

　平成29年度も、市民の皆さまをはじめ町内会・自治会、
企業、学校、民生委員児童委員協議会等各種団体のご協
力により、平成30年3月1日現在159，251，686円のご
寄付をいただきました。皆さまのご協力に心よりお礼申し上
げます。
　いただいた寄付金は、神奈川県共同募金会の配分計画に基
づき、県内および川崎市内各区の福祉活動に活用される仕組
みとなっています。社会福祉施設をはじめ、地域生活支援セ
ンター、社会福祉協議会や市内の福祉ニーズをもつ方々等
へ配分され福祉、ボランティアに関する講座や講演会、子育て
サロン、高齢者会食会などのボランティア活動から福祉車両
の購入や施設整備まで、さまざま
な地域の福祉活動に役立てられ
ています。
　今後とも、みなさまのあたたか
いご支援とご協力を賜りますよ
う心からお願い申し上げます。 平成30年3月1日現在

（単位：円）平成29年度共同募金実績表(川崎市)

募　金　種　別

一　般　募　金

内
　
訳

年末たすけあい募金

合　計

戸別募金

街頭募金

法人募金

学校募金

職域募金

イベント募金

その他募金

実　績　額

95,803,858

75,443,132

6,061,783

4,601,193

2,929,112

3,797,026

729,106

2,242,506

63,447,828

159,251,686

●株式会社アズパートナーズ　様
●一般社団法人川崎市弘済会　様
●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様
●登戸混声合唱団　様
●故　永原君子　様

●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様●一般社団法人生命保険協会　神奈川県協会　様

（平成29年11月30日～平成30年3月2日）（順不同）

たくさんのご寄付をありがとうございます

～本会への寄付を募集しております～

川崎市社会福祉協議会の

地域福祉活動へのご寄付

福祉基金へのご寄付
●佐野最一郎　様
●公益社団法人川崎北法人会　女性部会　様

物品のご寄付 ●株式会社　富士通マーケティング　様

〇お問合わせ　総務課　ＴＥＬ：044-739-8710　ＦＡＸ：044-739-8737

ご寄付の方法は本会事務所へご持参、または所定の口座へご送金いただいております。
（ご送金いただく場合の振込手数料は、誠に恐縮ですが送金される方のご負担となります。入金を確認後、領収証を発行いたします。）
寄付金については寄付金控除等、税制上の優遇措置が受けられます。

川崎市社会福祉協議会の地域福祉活動とは？

本会が実施する各種地域福祉活動の活動資金として活用させていただくものです。

福祉基金とは？

福祉基金はその運用果実により、市内の在宅福祉サービス活動、ボランティア活動の育成等、市民の社会福祉への

参加と福祉向上を図ることを目的として設置され、これらの活動に対する助成事業を行なっています。

寄付をするには？

下記までご連絡をお願いいたします。
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「第4期地域福祉活動推進 計画」がスタートします!!

　本会部会及び福祉関係機関・団体、行政機関の代表、学識等からなる策定委員会を
７回、行政職員、区社協を含む作業部会を７回開催し、第４期地域福祉活動推進計画
を策定しました。策定にあたっては、策定委員等の協力を得て本会各部会や市内関
係団体へのヒヤリング、また市民の方からの意見募集を実施し、貴重なご意見をい
ただきました。
　本計画は、地域の支え合い活動の一層の充実、分野・領域を横断したネットワーク
の強化により今日の地域における福祉・生活課題に協働・連携で取り組む仕組みづ
くりに向けた民間の活動・行動計画として策定しました。

特　集

川 崎 市 の 地 域 福 祉 推 進 に 向 け た ３つのポイント！
①川崎市地域福祉計画との一体的な計画！
　効果的な地域福祉の推進に向け、これまでも連携してきた市地域福祉計画と機能と役割がお互いにより
一層発揮できるよう、計画期間を合わせることや、理念の共有化等一体的な計画として策定し、両計画の連
携を強化しています。

②２つの重点的取組
　全市的なニーズとして挙がっている居場所、地域活動拠点の不足、また地域・住民から寄せられる様々な
相談に対応していけるよう、「住民主体による居場所づくりに向けた支援」「行政との協働による専門機関連
携ネットワークの構築に向けた一層の取組」の２つを重点的取組として掲げ、推進していきます。

③川崎市社協組織経営計画との連動
　地域福祉活動推進計画に取り組む事業に必要な資源（ひと、もの、かね、情報）の計画的調整・調達を行い、
着実な地域福祉の推進に取り組みます。

〜
と
も
に
目
指
す 
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域
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ム
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進
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基本目標Ⅰ

お互いを認めあう
福祉の心を育てよう

基本目標Ⅱ
住民主体による
支えあいの地域
づくりを目指そう

基本目標Ⅲ
住民の暮らしを支える
協働・連携の

ネットワークをつくろう

基本的取組1
支えあいの地域づくりに向けた共生意識の醸成

基本的取組1
支えあいの地域づくりに向けた共生意識の醸成

基本的取組2基本的取組2
その人らしく暮らせる地域に向けた自助・互助　の推進

基本的取組2
その人らしく暮らせる地域に向けた自助・互助　の推進

基本的取組3
個別・地域ニーズと生活上の課題の把握

基本的取組3
個別・地域ニーズと生活上の課題の把握

基本的取組4
個別・地域課題の解決に向けた取組

基本的取組4
個別・地域課題の解決に向けた取組

基本的取組5
保健・医療・福祉をはじめ多種多様な組織、団体との     連携強化

基本的取組5
保健・医療・福祉をはじめ多種多様な組織、団体との     連携強化

基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6基本的取組6
地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり地域福祉を支える人材づくり

基本的取組6
地域福祉を支える人材づくり

①子どもから大人までの幅広い世代への福祉教育の推進
②寄付文化の醸成と共同募金運動の活性化

⑯地域福祉活動への参加促進
⑰福祉を支える専門職の魅力発信

③住民の自発的な取組や住民相互の活動がしやすい環境づくり
④住民活動促進のための啓発、情報提供

⑤個別ニーズの把握
⑥個別ニーズからの地域課題へ

⑦地域で発生しているニーズの把握

⑧その人らしい生活がおくれる地域福祉の推進
⑨地域福祉関係機関・団体と連携した地域づくり
⑩地域を支える住民への支援

⑪住民主体による居場所づくりに向けた支援

⑫社会福祉法人による公益的な取組と法人間の協働・連携
⑬災害に強い地域づくりの推進
⑭社会福祉施設・多様な関係機関団体と連携した支援体制づくり
⑮行政と協働による専門機関連携ネットワークの構築に向けた一層の取組

 【重点的取組2】

【重点的取組1】
「住民主体による居場所
づくりに向けた支援」
「一人一人がその人らしく
暮らしていける地域」そして
「住民同士が支えあえる住み
よい地域」を目指し、住民主体
による居場所づくりに
向けた支援を行います。

【重点的取組2】
「行政と協働による
専門機関連携ネットワークの
構築に向けた一層の取組」
住民により発見された課題
を、連携して解決に向け取り
組めるよう、行政と協働し各
エリア(区域)において、地域
住民と社会福祉関係者・団体、
専門機関とをつなぐネット
ワークの強化と、解決に向けた
取組を協議し合える
環境整備を目指します。

次の
ステップへ

 【重点的取組1】

<川崎市社会福祉協議会　第4期地域福祉活動推進 計画　体系図 《計画期間 2018年度～2020年度》>

〇お問合わせ　地域推進課　TEL:044-739-8716
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福福 祉祉 情情 報報 ココ ララ ムム他他
地域共生社会の実現について

5月5日の「こどもの日」から１週間は「児童福祉週間」です

赤十字活動へのご支援をお願いいたします

地域共生社会の実現
川崎市の地域づくりを考える

ち い き じ つ げ ん

「今日、学校でDVDをみたの。福祉って、おじいちゃんおばあちゃんや
車いすに乗っている人だけじゃなくて、ミライもなんだって。」
「そうだね、ミライちゃんも福祉につながるんだよ。ミライちゃんが大人
になる2035年ごろには、川崎市の人口もかなりへるんだって。一人
ぐらしで、病気やまわりの助けが必要な人がふえる予測もある。でも助けて
くれる人が少なくなるということでもあるよね。」
「あら、いつのまに福祉にくわしくなったの?」
「昼休みに会社の人から仕事と民生委員※1の活動と両立できそうか相談
されたんだ。それに、部長のお母さん、介護が必要になったんだ。明日は
介護休暇※2を取るって。他人ごとじゃないなと思ってね。福祉って何だろうっ
て調べてみたんだ。」
「引っこしてきて3年。スーパーマーケットや図書館くらいしか行かなかった
けれど、ママ友だちや登校の見守りをしている人から声をかけてもらったり
して。知り合いがふえたな、このまちに住んでいるなって実感がわいて
きたの。2035年なんて、イメージもつかないけど、おばあちゃんになって
助けてもらう側になっているのかもしれないね。」
「これからは地域にいるみんなが助けたり、助けられたりするんだって。」
「そうだね。地域に住んでいる人が助け合うんだよね。ありがとうと言う人は
いつも同じ人じゃない。助けてあげたり助けてもらったりするとうれし
いよね。」
「うれしいがふえていくね。」
「助け合うのね。あっ、そうそうお父さん。この前の急な大雪の時に雪かき
してくれてうれしかったって、となりのおばあちゃん喜ばれてたわよ。」
「両どなりはご高齢だからな。ちょっと広めに雪かきしたんだ。よかった。」
「今度お花見するから来てほしいって。」
「私も行きたい！」

ミライちゃん

おとうさん

おかあさん
おとうさん

おとうさん

おかあさん

ミライちゃん

おかあさん
ミライちゃん

おかあさん

おとうさん

ミライちゃん

厚生労働省は「地域における住民主体の課題解決力強化・相談支援体制の在り方に関する検討会（地域力強化検討会）」

で検討を行い、平成29年9月に最終とりまとめを発表しました。

地域力強化検討会の情報源はこちら→http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000176885.html

　日本赤十字社は、「人道」と「博愛」の精神に基づき、国内外の紛争・災害時

における傷病者の救護活動をはじめ、災害対策、医療・保健福祉、社会福祉、

青少年育成、血液事業、各種講習会の開催など、幅広い活動を行って

おります。

　昨今は平成28年4月の熊本地震をはじめとして国内外で多くの災害が

発生していますが、日本赤十字社は災害発生時には自治体や地域住民の

方々と協力して救護活動を展開するなど、地域と密接なかかわりが

あります。

　これからも、「苦しんでいる人を救いたい」という思いを結集し、いかなる

状況下でも、人間のいのちと健康、尊厳を守るために活動してまいります。

　日本赤十字社の活動は、皆さまから寄せられる御寄付によって支えられて

います。毎年５月に「赤十字会員増強運動月間」を展開し、地域の皆さまに御協力をお願いしております。

　赤十字活動に御協力をいただき、皆さまの御支援をお願いいたします。

〇お問合わせ

【事務局】川崎市健康福祉局地域包括ケア推進室援護担当
  TEL 044-200-2628　FAX 044-200-3926
【事務局】各区役所地域ケア推進担当・各地区健康福祉ステーション管理係

日本赤十字社川崎市地区本部

日本赤十字社各区地区・分区

赤十字活動へのご支援をお願いいたします。

　毎年5月5日の「こどもの日」から11日までの1週間を「児童福祉週間」と呼びます。

本期間中は、国民全体で子どもの健やかな成長、子どもや家庭を取り巻く環境を考える

ことを目的に、全国各地で児童福祉の理念の普及や家庭における親子のふれあい促進等

に向けた様々な活動が実施されます。

　川崎では毎年「こどもの日」に、本会会長と川崎市長が市内児童養護施設・乳児院等へ

の訪問を行い、子どもたちへ文具やおもちゃ等のプレゼントを届けています。

「おたっしゃでつながる地域の輪」

出来、例年9月・2月に行われる、親子のつどい、
また、落語カフェ、音楽カフェにも登場します。
　落語カフェ・音楽カフェは、高津老人福祉地域交流
センターにて平成28年5月からスタート。専修大学の
落語研究会の学生さん、洗足学園音楽大学の学生さんに
参加していただき、プロの講習を受けた民生委員が、
コーヒーをお出しします。地域包括ケアシステムの一環
として、高齢の方をはじめ、地域の方々に参加（外出）
していただきたいと考えて実行し始
めました。
　毎回、多数の方々に参加をいただ
いており、今後も続けていきたいと
考えております。

※1　民生委員（民生委員児童委員）：地域で身近な相談を受けたり、見守り活動をする人。

※2　介護休暇：家族の介護で仕事を休む制度。仕事と介護の両立ができるように応援する。

★至誠館さくら乳児院(昨年)★

地域の方々に参加（外出）地域の方々に参加（外出）地域の方々に参加（外出）地域の方々に参加（外出）地域の方々に参加（外出）地域の方々に参加（外出）

テントラちゃん

　高津区社会福祉協議会の推奨する健康運動
「おたっしゃ10のトライ」の取り組みを紹介します。
 1.　1日3食、楽しい食事
 2.　減塩で食べよう肉・魚・野菜
 3.　毎日歩こう30分
 4.　みんなで参加公園体操
 5.　うがい手洗い健康のもと
 6.　体重・血圧・健康診断
 7.　ニュース新聞毎日チェック
 8.　みんなと話そう1日10人
 9.　ご近所に一声かけて広がる笑顔
10. いっぱい遊んでいっぱい笑おう
　だいぶ地域に浸透してきています。高津区内の各老
人いこいの家にある、きれいに塗られた「ぬり絵」マス
コットの「テントラちゃん」、手作りのテントラちゃん、
それぞれ可愛い出来上がりです。ぬいぐるみも

てん

高津区社会福祉協議会　副会長　森　昭司
〇お問合わせ　企画経営担当　TEL:044-739-8711　kikaku@csw-kawasaki.or.jp

き ょ う せ い し ゃ か い

川崎市社会福祉協議会　監  事



インフォメーション

●日時

●会場

平成30年6月16日（土）  第１部【就職関係講座】12時30分～13時15分（受付12時00分～）

　　　　　　　　　　　 第2部【就職相談会】　13時30分～17時00分（受付13時00分～16時30分）

川崎市総合福祉センター　7階　大会議室 他　（中原区上小田中6-22-5）

   『福祉のお仕事相談会』を開催します！！

■お問い合わせ　　川崎市福祉人材バンク　TEL：044-739-8726　FAX:044-739-8740

　福祉のお仕事を探している方を対象に、福祉事業を営む法人・事業所の人事担当が個別に面談等を行います。
資格を問わない求人も多数ありますので、福祉のお仕事にご興味ある方、お待ちしています。

※参加費無料、入退場自由、申し込み不要、保育サービスあり（要予約）
※第1部のみ、第2部のみの参加も可能です。

●日時

●会場

●講師

平成30年5月9日（水）13時45分～15時45分（開場:13時）

高津市民館（ノクティ2）12階大ホール（高津区溝口1-4-1）

※JR武蔵溝ノ口駅・東急溝の口駅より徒歩2分

中澤まゆみ氏（ノンフィクションライター）
【著書】「おひとりさまの終活」「男おひとりさま術」他

平成30年度　福祉情報ミニ講座

　「おひとりさまの終活～おひとりさまでも最期まで在宅～」

■お問い合わせ　　川崎市高齢社会福祉総合センター　TEL：044-976-9001　FAX:044-976-9000

　最期まで自分らしく旅立つために、必要な医療と介護の「在宅」への受け皿について不安になることはありませんか？
この講座では「在宅」の医療とケアの上手な利用の仕方を事例とともにご紹介します！

●10月9日（火）
　「自分でできる筋膜リリースさらば肩こり＆腰痛」
　高津市民館大ホール

●11月26日（月）「高齢者のための断捨離整理術」
　高津市民館大ホール

●3月開催予定
　「笑顔は人との関わりを豊かにするコミュニケーション」
　会場未定

【平成30年度「福祉情報ミニ講座」の予定】

※参加費無料、申込み不要、対象は川崎市内在住の方【定員600名】先着順

※手話通訳もしくは要約筆記を希望される方は、どちらをご希望か明記の上、
　4月20日（金）までに下記問い合わせ先へＦＡＸください。

●日時・会場 平成30年6月27日（水）川崎市総合福祉センター　　　平成30年7月18日（水）福祉パルかわさき研修室

平成30年7月26日（木）福祉パルたま研修室　　　　　時間は全て10時00分～16時45分　　　　

平成30年度　かわさき暮らしサポーター養成研修開催予定

■お問い合わせ　　介護支援課　TEL：044-739-8712

　家事支援専門のヘルパー養成研修です。あなたの家事力を活かして“暮らサポ”になってみませんか！

※受講料無料！！

    補聴器とコミュニケーションの講座

■お問い合わせ　　川崎市聴覚障害者情報文化センター　　〒211-0037　川崎市中原区井田三舞町14-16
　　　　　　　　　TEL：044-798-8800　　FAX：044-798-8804

●日時

●会場

平成30年7月19日・26日・8月2日・9日　毎週木曜日　連続4回　13時30分～15時30分

高津老人福祉・地域交流センター（高津いきいきセンター）高津区末長3丁目24－4

(福)川崎市高津区社会福祉協議会　共催事業

※参加費無料、対象は耳の聞こえにくい方やその家族、関係者【定員60名】
※申し込みは電話、FAX、ハガキにて平成30年7月12日（木）までに下記問い合わせ先までご連絡ください。

この広報紙は一部共同募金の配分金で発行されています。 環境を考慮した再生紙を使用しています。

発　　　行：年4回（4・7・10・1月1日）

■編集・発行

社会福祉法人 川崎市社会福祉協議会
住　所：川崎市中原区上小田中6-22-5 TEL：044-739-8710
E-mail：info@csw-kawasaki.or.jp HP：http://www.csw-kawasaki.or.jp

FAX：044-739-8737

広報紙「川崎の社会福祉」に掲載する広告を募集しています。詳細はお問い合わせ下さい。

年間購読を希望される方は、82円切手
4枚をお送り下さい。

8月11日(土)は、川崎市総合福祉センター(エポックなかはら)電気設備点検のため全館休館いたします。




